
【真珠養殖】真珠は豊かな自然と人間の英知の結晶です。

鳥羽市

志摩市

海
と
共
に
生
き
る
。

志摩半島 英虞湾の風景
（写真提供：一般財団法人伊勢志摩国立公園協会）

【海女漁】伝統的な素潜り漁により海からの恵みを漁獲しています。

リアス海岸を特徴とした豊かな自然と美しい景観が残され、
陸域からの栄養が海に流れ込み、外海域の豊かな藻場では
海女漁が1200年以上前から営まれ、内湾域では真珠養殖
がアコヤガイの餌に豊富な植物プランクトンを利用して営ま
れています。



▌観光連携、景観保全 ▌次世代への継承

▌海女漁業・真珠養殖業

【漁業収入の安定・向上の取組】

・クロアワビ種苗生産量の増大 15.7万個（H27）➡１７．７万個（R2）

・種苗の大型化による放流アワビの回収率の向上 ５％(H27)➡13.4%（R２）

・海女漁獲物ブランド「海女もん」の普及・啓発による海女漁獲物の高付加価値化

・優良アコヤガイ系統の保存による真珠品質の確保

・広域モニタリングによる有害赤潮や水質変化による被害の軽減

▌里海の保全

日本農業遺産認定後の取組成果

・海女漁業
海女人口 973人 （H22） → 647人 (H30：全国1位)
アワビ漁獲量 64ﾄﾝ （H22） → 48ﾄﾝ （H30)
・真珠養殖業
経営体数 237経営体 （H25）→193経営体 （H30：全国2位）
真珠生産額（三重県） 約25億円 （H26） → 約２７億円 （R3）
真珠生産量（三重県） 4ﾄﾝ （H26） → ３トン （R3）

・藻場造成による生物多様性の保全 藻場造成面積47.8ha（R3）

・市民による干潟生物モニタリング調査 年1回

・干潟再生活動の推進による物質循環の促進 干潟再生面積5.5ha（R３）

・英虞湾の水質・底質モニタリングによる環境の継続的評価 調査地点20点

・真珠養殖副産物（アコヤガイの貝肉）の堆肥化

・間伐による里山機能の保全 間伐面積293ha（R３）

【次世代への漁業文化や里海文化の継承】

・海女小屋体験の推進による海女文化の発信

・ アワビ種苗放流を増やすための

「海女さん応援基金」付き宿泊・飲食プランの販売

・国内外からの真珠養殖場見学ツアーの受け入れ

・一般向け真珠講座の受講者数 2,979人（R2）

【里海景観の保全】

海女小屋の修繕箇所数 35箇所（R3）

真珠養殖筏の設置状況調査による破損筏等の改善

漂着ゴミの年間清掃回数 308回（R2）

・伊勢志摩国立公園のナショナルパーク化に向けた

ビューポイント数 15箇所

【伝統的な祭行事の継承】

・海女及び真珠関連の祭行事の継承 海女23件、 真珠1件

【地域の小学生への魅力発信】

・海女、真珠等の歴史を学ぶ副読本の作成、郷土学習の推進

【後継者育成】

・地域おこし協力隊事業を活用した後継者育成

・漁師塾による後継者育成

研修生の受け入れ延べ人数 海女漁業 ７名、真珠養殖業 ７名

海女漁が営まれる外海域には、ヒジキ、アラメ、テングサ等の
150種を超える海藻が生育し、藻場は多くの水産生物の産卵
場や生息場として重要な役割を果たしていますが、近年減少し、
生物多様性の保全を図るため、藻場造成等に取組んでいます。

真珠養殖が営まれる英虞湾の環境再生を図るため、干潟再生
活動や水質・底質改善のための取組を継続しています。

しろんご祭、のっと正月（鳥羽市）、潮かけ祭り、真珠祭（志摩市）
など地域の祭りには自然への感謝、豊漁や安全への願いが存在
し、海女や真珠養殖業者が中心的な役割を果たしています。
また、「鳥羽・志摩の海女漁の技術」は国重要無形民俗文化財に
指定されています。


